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ボーリング柱状図
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栃木県足利土木事務所 2005-09-26 ～ 2005-09-28
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表土。
植物片やチャート角礫を混入する
。基質はややシルト質で有機質を
呈する。
混入礫径はφ2mm～2cm程度。
含水低く、締まりはややゆるい。

崖錐堆積物。
φ1cmのチャート角礫を多く混入
する。礫はやや風化している。
基質の含水は低い。

比較的新鮮堅硬で、45度の開口亀
裂が発達する。
亀裂沿いは褐色に酸化しており、
亀裂面は黒褐色を呈する。
4.37mまで片状コア。
4.37～5.47m間は、柱状～短柱状
コア。5.47m以深は短柱状～片状
コアを呈する。
岩級区分は4.37mまでCM級、
4.37m以深CH級に属する。
RQDは3-4m：10、4-5m：39、5-
6m：40。
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